
教育事業個別報告書

事業名 リフレッシュ・キャンプ《ウインター》

冬のなすかしで心と体をリフレッシュしよう

～阿武隈川の源流と河口の絆プロジェクト～

趣 旨 震災による甚大な被害にあった宮城県亘理町の小学生と福島県西郷村の小学生が寝

食をともにした生活を送りながら，なすかしの冬の自然体験や交流体験を行うことに

より，震災で傷ついた心を癒し元気づけ，生涯にわたる友情を築く。

また，自然と人とのつながりを考えることで，自他の生命を尊重する心情を育む。

期 間 平成２３年１２月２３日（金）～２５日（日）

募集人員 宮城県亘理町で被災した児童・保護者及び西郷村内の小学生・保護者 ２００名

(募集結果) （参加者５１名：未就学児３名 小学生３６名 大人１２名）

① 事業の特色

阿武隈川の源流と河口に位置する亘理町と西郷村の小学校は，春と秋の二回お互いの地元を訪ね

て交流を深めてきた。ところが，東日本大震災で亘理町は津波に襲われ甚大な被害を受けた。特に

荒浜小学校は，多くの児童が転校したり仮設住宅から通ったりしている現状である。そのため，今

年度は通常のような交流会を行うことができなかった。そこで，那須甲子青少年自然の家が，両校

の親睦を深めてもらうよう，冬休み期間のクリスマスに交流会を企画した。

プログラム内容としては，クリスマスにちなみ「クリスマスリース作り」「クリスマスケーキ作り」，

雪中活動の「スノーチューブでのそり滑り」，交流活動の「ボラと遊ぼう」「キャンプファイヤー」

を実施し，様々な活動を通して両校の交流を深めることができた。

【クリスマスリース作り】 【スノーチューブ滑り】 【クリスマスケーキ作り】

② 事業の成果と課題

〈事業の成果〉

・ 様々な体験活動や交流活動を通して，両校児童の親睦を深めることができた。また，今回の事

業が，来年度以降の両校の交流への橋渡しにもなった。活動内容もクリスマスや冬季ならではの

ものもあり，大人も子どもも十分に楽しむことができた。

〈事業の課題〉

・ 亘理町から遠距離であることと，クリスマス期間での事業実施であるということで，当初の募

集人員まで集めることができなかった。

③ その他

・ 来年度以降の両校の交流に向け，自然の家としても積極的に支援していきたい。


